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情報学部のウェブページをご覧ください。

情報学部のウェブページに最新情報が掲載されていますので、どうぞご覧ください。

https://www.inf.shizuoka.ac.jp/

〒432-8561 浜松市中央区城北3-5-1　静岡大学情報学部事務局
TEL：053-478-1510・1511　FAX：053-471-0249
学務窓口　pr-gakumu@inf.shizuoka.ac.jp　　広報窓口　prcom@ml.inf.shizuoka.ac.jp
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Student career support

行事報告行事報告

キャリア支援室の取り組み キャリア支援室の取り組み 

学生生活学生生活

令和6年度 キャリア支援室の取組み 情報学部キャリア支援室　椿 志保里

　2024年4月20日（土）から21日（日）の午前にかけて、愛知県田原
市の休暇村伊良湖にて情報学部の新入生歓迎合宿が行われました。
　新型コロナの影響で、合宿形式での開催は2019年以来、実に 5 
年ぶりとなりました。今年は232名の新入生が参加しました。今回
の新歓合宿は、情報学部の上級生有志が約１年かけて準備した企
画で、企画から運営までのすべてを担当しました。自分たちの代に
は実施されなかったイベントを作り上げた彼ら彼女らのはたらき
には、学生委員の立場からも敬意を表します。
　往路のバス内でのイントロクイズに始まり、バーベキュー、借り
人リレー、だるまさんがころんだ、謎解き等の企画が実施されまし
た。新入生たちもイベントに参加するにつれて徐々に緊張がほぐ
れ、これから一緒に学ぶ仲間と良き絆を作ることができたことと
思います。新入生と先輩、教員との交流も行われ、学部全体の親睦
を深める有意義な合宿となりました。

令和 6 年度新入生歓迎合宿 情報学部学生委員会　小暮 悟

　アンケートには新入生196名が回答し、「毎年合宿やりたい」、「一
生の思い出」という感想が寄せられました。また、回答者のうち 7割
以上が「友達ができた」、「楽しかった」と答え、合宿の施設・環境・料
理に関しても満足・やや満足という回答が8～10割を占めました。

　情報学部キャリア支援室は、大学の就職支援室とは別に、情報
学部及び大学院情報学専攻の学生の進路支援を行う教員主体の組
織です。教員のほかキャリア支援の専門事務職員を含めた6名で、
年2回の進路ガイダンス、企業・官公庁のインターンシップや企業
説明会の情報提供、OB・OG会組織との連携による情報交換など
を実施しています。進路ガイダンスでは、卒業生たちから実際の
就職・進学や就業体験を講話してもらうことで、学生の進路選択
への興味・関心を高めるように運営しております。
　進学に関しては、近年学部生の約3割が大学院に進学しており、
大学院進学者が増えている傾向にあります。
　新型コロナの流行をきっかけに就職活動全体がオンラインで行
われる事が多くなりました。それに合わせ、キャリア支援室で
も、オンラインで情報を検索できるようにしたり、学内でオンラ
イン面接等が受けられるよう、個人ブースを設置するなど状況に

情報社会学科 4 年　平田 夏凜

あわせた環境を提供しています。
　情報学部や情報学専攻の学生は、情報技術やデジタルトランス
フォーメーション（ＤＸ）の担い手となる人材として評価を受ける
ことが多く、情報技術の提供側の企業（IT企業）だけでなく、製造
業、金融業、官公庁、
マスコミ、あるいは
ネットサービスの企業
などにも進路を広げて
います。学生たちは、
続々と内々定を得てお
りますが、未内定学生
や進路変更する学生の
ための支援を継続して
おります。

留学体験記  何事もチャレンジ
　多文化主義を掲げる国、そしてレベル
の高い教育機関に身を置いて勉強したい
と考え、2022年8月から2023年4月
まで、カナダでトップ５に入るアルバー
タ大学へ交換留学をしました。「何事も
チャレンジ」というモットーのもと、現
地では新しい学問分野の授業を履修しま
した。第二言語で未知の学問分野を学習
するのは大変でしたが、夜遅くまで勉強
に励む友人と切磋琢磨して乗り越えるこ

とができました。また、世界中から来た学生と出会う中で様々な
価値観や文化に触れることができました。現在の卒業研究では、
留学先で先住民族や黒人女性といったマイノリティに関する授業

を履修したことをきっかけに、日本に住む移民ルーツの人々のア
イデンティティをテーマに取り組んでいます。後輩の皆さん、社
会人になったら留学は難しいと思うので、少しでも海外や異文化
に興味があったらぜひ大学生活で留学に挑戦してみてください。
何にも代えられない一生の経験になります。
　Get out of your comfort zoneです！

　「これまで高専で学んだロボットの制御
やシミュレーションの技術を、もっと人の
暮らしのために使えるようになりたい」、
それが文工融合の情報学部を選んだ理由で
す。学部3年生の時、情報学の視点から感
情・思考の働きや発達について考える研究
室に出会い、その選択は良かったと感じま
した。病院や介護施設、在宅介護の現場に
行って、認知症ケアのベテランの業務に
ピッタリ貼り付かせてもらい、そこで集め
た知識を使って別のケア従事者の「学び」

を分析・支援するシステム構築に取り組みました。その過程で、認
知症に関わる医療・介護の従事者、当事者の人たちから、仕事や生
き方についての想いを聞くことがシステム開発に欠かせないことを
学びました。現在は、自動車会社で医療に関連した新規事業の企画
や大学との共同研究に携わっています。今でも現場の人の想いを聞
く所から始めるところは大学の頃からの共通点です。

神谷 直輝　2020年度 創造科学技術大学院博士課程修了

卒業生紹介  現場に入り込み共に創る経験

　2024年4月4日（木）に、静岡市のグランシップにて静岡大学入
学式と情報学部春季保護者会が実施されました。
入学式は実に5年ぶりの全学部統一での式典となりました。保護者
も見守るなか、学部241名、専攻74名の新入生たちが期待を胸に
新たな一歩を踏み出しました。
　春季保護者会は、12時から会議ホール風にて1時間ほど開催さ
れ、150名以上の保護者の方がご参加されました。学部長による挨
拶と学部の紹介にはじまり、浜松工業会理事長による挨拶と会の
紹介が行われました。続いて、学部主要委員会の長が、教学（教務委
員会）、学生生活(学生委員会)、卒業後の進路選択・就職（キャリア支
援室）について説明しました。最後に質疑応答が行われ、ご質問等
に対し、各担当からできる限り回答をさせていただきました。
　また51名の保護者の方がアンケートにご回答くださいました。

令和 6 年度静岡大学入学式・情報学部春季保護者会 情報学部学生委員会　小暮 悟

約45%の保護者の方々が静岡県内からのご参加でした。愛知岐阜
三重を合わせると76.5%の割合です。それ以外にも、近隣県・遠方
からもお越しいただきました。ありがとうございました。76%の保
護者の方から「有意義である」とのご回答を得ました。自由記述欄に
おきましても、
貴重なご意見
をいただきあ
りがとうござ
いました。今後
の情報学部の
運営の参考に
させていただ
きます。

　令和6年８月２日（金）、夏季オープンキャンパスが開催されまし
た。午前は定員600名、午後は定員制限を設けず、多くの方が来場
され、大盛況でした。
　午前の部では、笹原学部長あいさつ、研究室・展示の紹介、各学科
ミニ講義・入試講演が行われました。ミニ講義は、加瀬裕貴先生（情
報科学科）による「XR(クロスリアリティ)で拓く不可視光イメージ
ング」、後藤謙太郎先生（行動情報学科）による「イノベーション創
出のための情報技術とデータサイエンス　入門編」、岡沢亮先生

（情報社会学科）による「『沈黙は金』、しかしいかなる意味で？: 会
話における沈黙と情報」でした。さらに、今年は初めて入試講演を
実施しました。大木哲史先生（情報科学科）、大島純先生（行動情報
学科）、吉田寛先生（情報社会学科）により各学科オリジナル入試問
題について解説が行われました。さらに午後の部では、午前の部と
同様の内容のリピート動画を各教室で配信しました。
　また、昨年度に続きキャンパスツアーも行い、100名余りが参加

2024 年度夏季オープンキャンパス 情報学部広報委員　髙瀬 奈美

し、研究室を訪問したり、授業を見学したりしました。さらに、個別
相談、入試相談、過去問閲覧コーナーが設けられ、学部、学科紹介、入
試のポイント、卒業後のキャリア動画も提供されました。
　来場者からは、「研究についてわかりやすく説明してもらったこ
とでかなり興味を持った」「実際の学生の様子がわかり参考になり
ました」などの感想が寄せられ、好評のうちに終わりました。
　オンラインの特設サイト(https://www.inf.shizuoka.ac.-
jp/opencampus2024/)も開催しておりますので、どうぞご覧く
ださい。

　私は現在、Web開発を主軸とするIT
企業で働いています。大学では、ウェ
アラブルデバイスから就寝時刻を機械
学習で推定する研究に取り組んでいま
した。この研究では、Pythonなどの
プログラミング言語を用いてデータの
前処理や特徴量エンジニアリングを行
い、機械学習モデルを構築・評価しま
した。大学で培った論理的思考力やプ
ログラミングの基礎知識は、現在の業
務でも大いに役立っています。業務で

使う言語は講義外で自主的にアプリ開発をしていたことが大き
く役に立っています。社会人としてはまだ駆け出しですが、一
日も早く現場で活躍できるよう、日々努力を重ねています。情
報学部で学んだ知識と、研究や独学で培ったプログラミングス
キルを活かして、社会に貢献できるようなシステム開発に携わ
りたいと考えています。

村田 大河　2023年度 総合科学技術研究科情報学専攻修士課程修了

卒業生紹介  大学時代の経験を活かして

情報学部2号館に設置した個人ブース

春季保護者会

入試講演会の様子 キャンパスツアー

入学式
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新任教員の抱負新任教員の抱負授業紹介授業紹介 Class Experiences Aspirations of Newly Appointed Faculty

　先端情報学実習は学生の主体性に基づいて起案・実施される研
究プロジェクトであり、2 年次から卒業するまでの 3 年間一貫し
て本格的な研究活動を行えます。本実習では、「〇〇を成し遂げ
たい」意欲の高い学生と、情報学に関わる各分野の高い専門性を
有した複数の教員が一体となって学術研究に取り組みます。ま
た、それぞれの研究プロジェクトには、所属学科が異なる様々な
分野の教員が複数名参画し、本学部が掲げる文工融合の理念に基
づく情報学の研究・指導が実践的に行われています。
　先端情報学実習では、現在、12 の研究プロジェクトが実施さ
れており、2 年生から 4 年生まで合わせて 100 名以上の意欲的
な学生が各プロジェクトを主導的に進めています。本実習で取り
組んでいる研究テーマは、継続して卒業研究とすることや、大学
院に進学する場合はその後の修士論文や博士論文に繋がる極めて
長期的な研究として深めることができます。

先端情報学実習 先端情報学実習世話人会 情報科学科・准教授　尾張 正樹

　また先端情報学実習は
「優先配属制度」の一部と
して運用されています。こ
の制度は先端情報学実習に
携わっている学生が一定の
条件を満たした場合、通常
の研究室配属とは異なるプ
ロセスで希望する研究室に
優先的に配属されるもので
す。この制度を活用するこ
とで、学生の所属学科とは
異なる情報学部内の他学科
の研究室で多様な研究を行
うことができます。

　私が参加したプロジェクトでは、マルチモーダル IoT デバイス
を制作し、植物の成長過程のデータを収集して分析を行いまし
た。農学といった分野横断的な経験ができたのが特徴的で、研究
室の先輩や先生と相談しながら IoT デバイスの制作、動作検証、
データの可視化と分析を行い、夏季オープンキャンパスやテクノ
フェスタで発表しました。特に、センサの閾値の設定やデータを
定期送信するプログラムの開発は、今後の研究に役立つ基礎的な
技術やプレゼン力向上につながったと実感します。また、マルチ
モーダル AI 構築では、植物に関するデータセットを分析し、病
害分類モデルの構築と精度検証を行いました。その経験を踏まえ
て、オープンキャンパスやテクノフェスタでの出展に向け、先輩

先端情報学実習「マルチモーダルIoTシステム／AI構築」 行動情報学科 3 年　ヒダヤット ダニス アディラ
情報科学科 3 年　小笠原 健人

　SNS 上にはバックグラウンドの異なる多くのユーザが存在し、
日々多様な発言が投稿されています。私は、本プロジェクトの一
環として、SNS 上のユーザを対象に、ユーザの特性とユーザの
投稿する文章との関係性について分析を行いました。
　具体的には、クラウドソーシングと Twitter API を用いて SNS 
上のユーザの様々な特性 ( 性別や年齢・学歴・政治的な態度・心理
学的な特性など ) とその投稿 ( テキストデータ ) を取得し、言語モ
デルにそれらの情報を学習させることで、テキストデータからユー
ザの様々な特性が予測できるかどうかについて分析を行いました。
　分析の結果、性別や年齢などの基本的な特性は、テキストデー
タからの推論が十分可能であることや、政治的な態度の違いに
よって投稿における絵文字の使用頻度に違いがある可能性がある
ことが分かりました。

　SNS をはじめ、私たちは多くのデータに囲まれて生活してい
ます。実際に、生のデータに触れて、大規模な分析を行えること
は本プロジェクトの魅力の一つであると考えています。

自然言語処理の研究とSNS・対話・医療・政治・法律各分野での応用 情報科学科 4 年　福畠 汐音

情報社会学科 4 年　小栗 奈緒、3 年　舩元 恵美

　このプロジェクトでは週に 1 回体育館でドローンの飛行訓練を
行っています。半年以上練習し、ドローンの資格も取得して安全
にドローンを飛ばせるようになった学生は学外でドローン空撮を
することも可能です。私たちはこれまでに山梨県笛吹市のワイナ
リーと浜松市天竜区の養蜂場を空撮しました。今後も多くの場所
でドローン空撮にチャレンジしたいです。
　このプロジェクトでは小中学生向けのドローン講座も開催して
います。講座ではドローンの楽しさを体感してもらうだけでな
く、STEAM 教育と呼ばれる文系・理系の枠を越えた創造的な学
びの機会を提供したいと考えています。そのために、プログラミ
ング教育や防災教育とドローンを組み合わせた講座を開催してい
ます。私たちはこれまでに浜松 RAIN 房や静岡県ベトナム人協会

の小中学生を対象にドローン講座を開催しました。今後も様々な
小中学生向けにドローン講座を開催したいです。

情報学研究に向けたドローン操縦のプラクティス

たちと相談しダーツの合計得点を AI で自動計算し表示させる自動
採点システムを開発しました。一般の参加者への説明を通じて、
技術に関する理解を一層深めることができました。これらの経験
は、3 年時の研究室選択のよい機会となりました。

　2024年4月に助教として着任した岡
沢亮と申します。社会的相互行為やメ
ディア・コミュニケーションに関して、
社会学の一領域であるエスノメソドロ
ジー・会話分析の立場から研究していま
す。最近は特に、会話の中で人々を性別・
人種・民族等に基づいてカテゴリー化す
ることが、ユーモアや笑いを生むと同時
に差別などの道徳的問題をも発生させ
る相互行為的な仕組みについて分析し

ています。私の研究テーマは社会学・言語学・メディア研究など多
くの分野と関わるため、本学部のように学際的な場で研究や教育
を進めていけることを楽しみにしています。授業においては、様々
な関心を持つ学生の皆様と議論しながら、情報社会を分析的に考
察する視座を共有していきたいと考えています。

相互行為におけるユーモアと道徳的秩序
情報社会学科　岡沢 亮

　今年度の 5 月に着任しました加瀬裕
貴と申します。専門は不可視光イメー
ジングです。コンピュータ断層撮影
(CT), 磁気共鳴撮影 (MR), 陽電子放射
断層撮影 PET-CT など不可視情報をイ
メージングする手段は多様な変化を遂
げています。近年、半導体検出器の性
能向上やコンピュータの処理速度の進
化により、高精細なイメージングが可
能となり、AI を活用した画像解析も進

展しています。これにより、物質の組成情報を基にしたセグメン
テーションなども進められています。私の研究では、不可視光イ
メージングで得られた情報を xR（仮想現実：AR、拡張現実：
VR、複合現実：MR）技術を用いて整理し、視覚・聴覚・触覚情
報として表現することで、空間的に理解しやすい形にすることを
目指しています。こうした研究を踏まえて、静岡大学で他の先生
や学生の方々と研究・学習することを楽しみにしています。

不可視光イメージングとxR（クロスリアリティ）
情報科学科　加瀬 裕貴

　2024年4月に助教として着任しまし
た、前川知行と申します。私の専門分野
は自然言語処理およびヒューマン・コン
ピュータ・インタラクションです。現在
は主に生成AIを用いた文脈情報処理技
術の研究に取り組んでいます。
　文の意味は文脈に依存します。同じ文
でも、前後の文章が変わると異なる意味
になることがあります。生成AIを活用す
ることで、文脈における文の意味を自然

言語で表現することが可能です。私はこの文脈情報処理技術を活
用し、対話の一部を聞き逃した人でも円滑に会話に戻れるような
コミュニケーション拡張システムの構築を目指しています。
　教育に関しては、今年度は機械学習の授業を担当しております。
学生の意欲を高め、自主的に学習に取り組む姿勢を育てたいと考
えています。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

生成AIを用いた文脈情報処理
情報科学科　前川 知行

　2024年4月に着任した村野正景で
す。私の専門であるミュージアムは、ご
く近年国際的定義が刷新され、日本でも
令和４年度に博物館法が改正されて、デ
ジタル変革（DX）それに社会貢献促進が
強調される時代になりました。その意味
で、本学情報学部で育つ学生は、今まさ
に必要な人材であり、この世界への貢献
可能性がとても高いと思います。私は、
中米それに京都で10数年間、ミュージ

アムの仕事に携わってきた実践経験を活かし、新たなチャレンジ
として、本学の教員や学生の
皆様と共に、新たな局面を迎
えたミュージアムをより発
展すべく研究と教育に力を
注ぎたいと考えています。と
りわけ、学校博物館、まち
じゅう博物館、ヴァーチャル
ミュージアムといった、博物
館の建物を飛び出て、まちづ
くりや国際協力等へ結びつ
ける活動に注目し、私もその
現場に立ちながら、実践的貢
献を果たしたいと考えてい
ます。

いまミュージアムが面白い！
情報社会学科　村野 正景
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　先端情報学実習は学生の主体性に基づいて起案・実施される研
究プロジェクトであり、2 年次から卒業するまでの 3 年間一貫し
て本格的な研究活動を行えます。本実習では、「〇〇を成し遂げ
たい」意欲の高い学生と、情報学に関わる各分野の高い専門性を
有した複数の教員が一体となって学術研究に取り組みます。ま
た、それぞれの研究プロジェクトには、所属学科が異なる様々な
分野の教員が複数名参画し、本学部が掲げる文工融合の理念に基
づく情報学の研究・指導が実践的に行われています。
　先端情報学実習では、現在、12 の研究プロジェクトが実施さ
れており、2 年生から 4 年生まで合わせて 100 名以上の意欲的
な学生が各プロジェクトを主導的に進めています。本実習で取り
組んでいる研究テーマは、継続して卒業研究とすることや、大学
院に進学する場合はその後の修士論文や博士論文に繋がる極めて
長期的な研究として深めることができます。

先端情報学実習 先端情報学実習世話人会 情報科学科・准教授　尾張 正樹

　また先端情報学実習は
「優先配属制度」の一部と
して運用されています。こ
の制度は先端情報学実習に
携わっている学生が一定の
条件を満たした場合、通常
の研究室配属とは異なるプ
ロセスで希望する研究室に
優先的に配属されるもので
す。この制度を活用するこ
とで、学生の所属学科とは
異なる情報学部内の他学科
の研究室で多様な研究を行
うことができます。

　私が参加したプロジェクトでは、マルチモーダル IoT デバイス
を制作し、植物の成長過程のデータを収集して分析を行いまし
た。農学といった分野横断的な経験ができたのが特徴的で、研究
室の先輩や先生と相談しながら IoT デバイスの制作、動作検証、
データの可視化と分析を行い、夏季オープンキャンパスやテクノ
フェスタで発表しました。特に、センサの閾値の設定やデータを
定期送信するプログラムの開発は、今後の研究に役立つ基礎的な
技術やプレゼン力向上につながったと実感します。また、マルチ
モーダル AI 構築では、植物に関するデータセットを分析し、病
害分類モデルの構築と精度検証を行いました。その経験を踏まえ
て、オープンキャンパスやテクノフェスタでの出展に向け、先輩

先端情報学実習「マルチモーダルIoTシステム／AI構築」 行動情報学科 3 年　ヒダヤット ダニス アディラ
情報科学科 3 年　小笠原 健人

　SNS 上にはバックグラウンドの異なる多くのユーザが存在し、
日々多様な発言が投稿されています。私は、本プロジェクトの一
環として、SNS 上のユーザを対象に、ユーザの特性とユーザの
投稿する文章との関係性について分析を行いました。
　具体的には、クラウドソーシングと Twitter API を用いて SNS 
上のユーザの様々な特性 ( 性別や年齢・学歴・政治的な態度・心理
学的な特性など ) とその投稿 ( テキストデータ ) を取得し、言語モ
デルにそれらの情報を学習させることで、テキストデータからユー
ザの様々な特性が予測できるかどうかについて分析を行いました。
　分析の結果、性別や年齢などの基本的な特性は、テキストデー
タからの推論が十分可能であることや、政治的な態度の違いに
よって投稿における絵文字の使用頻度に違いがある可能性がある
ことが分かりました。

　SNS をはじめ、私たちは多くのデータに囲まれて生活してい
ます。実際に、生のデータに触れて、大規模な分析を行えること
は本プロジェクトの魅力の一つであると考えています。

自然言語処理の研究とSNS・対話・医療・政治・法律各分野での応用 情報科学科 4 年　福畠 汐音

情報社会学科 4 年　小栗 奈緒、3 年　舩元 恵美

　このプロジェクトでは週に 1 回体育館でドローンの飛行訓練を
行っています。半年以上練習し、ドローンの資格も取得して安全
にドローンを飛ばせるようになった学生は学外でドローン空撮を
することも可能です。私たちはこれまでに山梨県笛吹市のワイナ
リーと浜松市天竜区の養蜂場を空撮しました。今後も多くの場所
でドローン空撮にチャレンジしたいです。
　このプロジェクトでは小中学生向けのドローン講座も開催して
います。講座ではドローンの楽しさを体感してもらうだけでな
く、STEAM 教育と呼ばれる文系・理系の枠を越えた創造的な学
びの機会を提供したいと考えています。そのために、プログラミ
ング教育や防災教育とドローンを組み合わせた講座を開催してい
ます。私たちはこれまでに浜松 RAIN 房や静岡県ベトナム人協会

の小中学生を対象にドローン講座を開催しました。今後も様々な
小中学生向けにドローン講座を開催したいです。

情報学研究に向けたドローン操縦のプラクティス

たちと相談しダーツの合計得点を AI で自動計算し表示させる自動
採点システムを開発しました。一般の参加者への説明を通じて、
技術に関する理解を一層深めることができました。これらの経験
は、3 年時の研究室選択のよい機会となりました。

　2024年4月に助教として着任した岡
沢亮と申します。社会的相互行為やメ
ディア・コミュニケーションに関して、
社会学の一領域であるエスノメソドロ
ジー・会話分析の立場から研究していま
す。最近は特に、会話の中で人々を性別・
人種・民族等に基づいてカテゴリー化す
ることが、ユーモアや笑いを生むと同時
に差別などの道徳的問題をも発生させ
る相互行為的な仕組みについて分析し
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くの分野と関わるため、本学部のように学際的な場で研究や教育
を進めていけることを楽しみにしています。授業においては、様々
な関心を持つ学生の皆様と議論しながら、情報社会を分析的に考
察する視座を共有していきたいと考えています。

相互行為におけるユーモアと道徳的秩序
情報社会学科　岡沢 亮

　今年度の 5 月に着任しました加瀬裕
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(CT), 磁気共鳴撮影 (MR), 陽電子放射
断層撮影 PET-CT など不可視情報をイ
メージングする手段は多様な変化を遂
げています。近年、半導体検出器の性
能向上やコンピュータの処理速度の進
化により、高精細なイメージングが可
能となり、AI を活用した画像解析も進

展しています。これにより、物質の組成情報を基にしたセグメン
テーションなども進められています。私の研究では、不可視光イ
メージングで得られた情報を xR（仮想現実：AR、拡張現実：
VR、複合現実：MR）技術を用いて整理し、視覚・聴覚・触覚情
報として表現することで、空間的に理解しやすい形にすることを
目指しています。こうした研究を踏まえて、静岡大学で他の先生
や学生の方々と研究・学習することを楽しみにしています。

不可視光イメージングとxR（クロスリアリティ）
情報科学科　加瀬 裕貴

　2024年4月に助教として着任しまし
た、前川知行と申します。私の専門分野
は自然言語処理およびヒューマン・コン
ピュータ・インタラクションです。現在
は主に生成AIを用いた文脈情報処理技
術の研究に取り組んでいます。
　文の意味は文脈に依存します。同じ文
でも、前後の文章が変わると異なる意味
になることがあります。生成AIを活用す
ることで、文脈における文の意味を自然

言語で表現することが可能です。私はこの文脈情報処理技術を活
用し、対話の一部を聞き逃した人でも円滑に会話に戻れるような
コミュニケーション拡張システムの構築を目指しています。
　教育に関しては、今年度は機械学習の授業を担当しております。
学生の意欲を高め、自主的に学習に取り組む姿勢を育てたいと考
えています。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

生成AIを用いた文脈情報処理
情報科学科　前川 知行

　2024年4月に着任した村野正景で
す。私の専門であるミュージアムは、ご
く近年国際的定義が刷新され、日本でも
令和４年度に博物館法が改正されて、デ
ジタル変革（DX）それに社会貢献促進が
強調される時代になりました。その意味
で、本学情報学部で育つ学生は、今まさ
に必要な人材であり、この世界への貢献
可能性がとても高いと思います。私は、
中米それに京都で10数年間、ミュージ

アムの仕事に携わってきた実践経験を活かし、新たなチャレンジ
として、本学の教員や学生の
皆様と共に、新たな局面を迎
えたミュージアムをより発
展すべく研究と教育に力を
注ぎたいと考えています。と
りわけ、学校博物館、まち
じゅう博物館、ヴァーチャル
ミュージアムといった、博物
館の建物を飛び出て、まちづ
くりや国際協力等へ結びつ
ける活動に注目し、私もその
現場に立ちながら、実践的貢
献を果たしたいと考えてい
ます。

いまミュージアムが面白い！
情報社会学科　村野 正景
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キャリア支援室の取り組み キャリア支援室の取り組み 

学生生活学生生活

令和6年度 キャリア支援室の取組み 情報学部キャリア支援室　椿 志保里

　2024年4月20日（土）から21日（日）の午前にかけて、愛知県田原
市の休暇村伊良湖にて情報学部の新入生歓迎合宿が行われました。
　新型コロナの影響で、合宿形式での開催は2019年以来、実に 5 
年ぶりとなりました。今年は232名の新入生が参加しました。今回
の新歓合宿は、情報学部の上級生有志が約１年かけて準備した企
画で、企画から運営までのすべてを担当しました。自分たちの代に
は実施されなかったイベントを作り上げた彼ら彼女らのはたらき
には、学生委員の立場からも敬意を表します。
　往路のバス内でのイントロクイズに始まり、バーベキュー、借り
人リレー、だるまさんがころんだ、謎解き等の企画が実施されまし
た。新入生たちもイベントに参加するにつれて徐々に緊張がほぐ
れ、これから一緒に学ぶ仲間と良き絆を作ることができたことと
思います。新入生と先輩、教員との交流も行われ、学部全体の親睦
を深める有意義な合宿となりました。

令和 6 年度新入生歓迎合宿 情報学部学生委員会　小暮 悟

　アンケートには新入生196名が回答し、「毎年合宿やりたい」、「一
生の思い出」という感想が寄せられました。また、回答者のうち 7割
以上が「友達ができた」、「楽しかった」と答え、合宿の施設・環境・料
理に関しても満足・やや満足という回答が8～10割を占めました。

　情報学部キャリア支援室は、大学の就職支援室とは別に、情報
学部及び大学院情報学専攻の学生の進路支援を行う教員主体の組
織です。教員のほかキャリア支援の専門事務職員を含めた6名で、
年2回の進路ガイダンス、企業・官公庁のインターンシップや企業
説明会の情報提供、OB・OG会組織との連携による情報交換など
を実施しています。進路ガイダンスでは、卒業生たちから実際の
就職・進学や就業体験を講話してもらうことで、学生の進路選択
への興味・関心を高めるように運営しております。
　進学に関しては、近年学部生の約3割が大学院に進学しており、
大学院進学者が増えている傾向にあります。
　新型コロナの流行をきっかけに就職活動全体がオンラインで行
われる事が多くなりました。それに合わせ、キャリア支援室で
も、オンラインで情報を検索できるようにしたり、学内でオンラ
イン面接等が受けられるよう、個人ブースを設置するなど状況に

情報社会学科 4 年　平田 夏凜

あわせた環境を提供しています。
　情報学部や情報学専攻の学生は、情報技術やデジタルトランス
フォーメーション（ＤＸ）の担い手となる人材として評価を受ける
ことが多く、情報技術の提供側の企業（IT企業）だけでなく、製造
業、金融業、官公庁、
マスコミ、あるいは
ネットサービスの企業
などにも進路を広げて
います。学生たちは、
続々と内々定を得てお
りますが、未内定学生
や進路変更する学生の
ための支援を継続して
おります。

留学体験記  何事もチャレンジ
　多文化主義を掲げる国、そしてレベル
の高い教育機関に身を置いて勉強したい
と考え、2022年8月から2023年4月
まで、カナダでトップ５に入るアルバー
タ大学へ交換留学をしました。「何事も
チャレンジ」というモットーのもと、現
地では新しい学問分野の授業を履修しま
した。第二言語で未知の学問分野を学習
するのは大変でしたが、夜遅くまで勉強
に励む友人と切磋琢磨して乗り越えるこ

とができました。また、世界中から来た学生と出会う中で様々な
価値観や文化に触れることができました。現在の卒業研究では、
留学先で先住民族や黒人女性といったマイノリティに関する授業

を履修したことをきっかけに、日本に住む移民ルーツの人々のア
イデンティティをテーマに取り組んでいます。後輩の皆さん、社
会人になったら留学は難しいと思うので、少しでも海外や異文化
に興味があったらぜひ大学生活で留学に挑戦してみてください。
何にも代えられない一生の経験になります。
　Get out of your comfort zoneです！

　「これまで高専で学んだロボットの制御
やシミュレーションの技術を、もっと人の
暮らしのために使えるようになりたい」、
それが文工融合の情報学部を選んだ理由で
す。学部3年生の時、情報学の視点から感
情・思考の働きや発達について考える研究
室に出会い、その選択は良かったと感じま
した。病院や介護施設、在宅介護の現場に
行って、認知症ケアのベテランの業務に
ピッタリ貼り付かせてもらい、そこで集め
た知識を使って別のケア従事者の「学び」

を分析・支援するシステム構築に取り組みました。その過程で、認
知症に関わる医療・介護の従事者、当事者の人たちから、仕事や生
き方についての想いを聞くことがシステム開発に欠かせないことを
学びました。現在は、自動車会社で医療に関連した新規事業の企画
や大学との共同研究に携わっています。今でも現場の人の想いを聞
く所から始めるところは大学の頃からの共通点です。

神谷 直輝　2020年度 創造科学技術大学院博士課程修了

卒業生紹介  現場に入り込み共に創る経験

　2024年4月4日（木）に、静岡市のグランシップにて静岡大学入
学式と情報学部春季保護者会が実施されました。
入学式は実に5年ぶりの全学部統一での式典となりました。保護者
も見守るなか、学部241名、専攻74名の新入生たちが期待を胸に
新たな一歩を踏み出しました。
　春季保護者会は、12時から会議ホール風にて1時間ほど開催さ
れ、150名以上の保護者の方がご参加されました。学部長による挨
拶と学部の紹介にはじまり、浜松工業会理事長による挨拶と会の
紹介が行われました。続いて、学部主要委員会の長が、教学（教務委
員会）、学生生活(学生委員会)、卒業後の進路選択・就職（キャリア支
援室）について説明しました。最後に質疑応答が行われ、ご質問等
に対し、各担当からできる限り回答をさせていただきました。
　また51名の保護者の方がアンケートにご回答くださいました。

令和 6 年度静岡大学入学式・情報学部春季保護者会 情報学部学生委員会　小暮 悟

約45%の保護者の方々が静岡県内からのご参加でした。愛知岐阜
三重を合わせると76.5%の割合です。それ以外にも、近隣県・遠方
からもお越しいただきました。ありがとうございました。76%の保
護者の方から「有意義である」とのご回答を得ました。自由記述欄に
おきましても、
貴重なご意見
をいただきあ
りがとうござ
いました。今後
の情報学部の
運営の参考に
させていただ
きます。

　令和6年８月２日（金）、夏季オープンキャンパスが開催されまし
た。午前は定員600名、午後は定員制限を設けず、多くの方が来場
され、大盛況でした。
　午前の部では、笹原学部長あいさつ、研究室・展示の紹介、各学科
ミニ講義・入試講演が行われました。ミニ講義は、加瀬裕貴先生（情
報科学科）による「XR(クロスリアリティ)で拓く不可視光イメージ
ング」、後藤謙太郎先生（行動情報学科）による「イノベーション創
出のための情報技術とデータサイエンス　入門編」、岡沢亮先生

（情報社会学科）による「『沈黙は金』、しかしいかなる意味で？: 会
話における沈黙と情報」でした。さらに、今年は初めて入試講演を
実施しました。大木哲史先生（情報科学科）、大島純先生（行動情報
学科）、吉田寛先生（情報社会学科）により各学科オリジナル入試問
題について解説が行われました。さらに午後の部では、午前の部と
同様の内容のリピート動画を各教室で配信しました。
　また、昨年度に続きキャンパスツアーも行い、100名余りが参加

2024 年度夏季オープンキャンパス 情報学部広報委員　髙瀬 奈美

し、研究室を訪問したり、授業を見学したりしました。さらに、個別
相談、入試相談、過去問閲覧コーナーが設けられ、学部、学科紹介、入
試のポイント、卒業後のキャリア動画も提供されました。
　来場者からは、「研究についてわかりやすく説明してもらったこ
とでかなり興味を持った」「実際の学生の様子がわかり参考になり
ました」などの感想が寄せられ、好評のうちに終わりました。
　オンラインの特設サイト(https://www.inf.shizuoka.ac.-
jp/opencampus2024/)も開催しておりますので、どうぞご覧く
ださい。

　私は現在、Web開発を主軸とするIT
企業で働いています。大学では、ウェ
アラブルデバイスから就寝時刻を機械
学習で推定する研究に取り組んでいま
した。この研究では、Pythonなどの
プログラミング言語を用いてデータの
前処理や特徴量エンジニアリングを行
い、機械学習モデルを構築・評価しま
した。大学で培った論理的思考力やプ
ログラミングの基礎知識は、現在の業
務でも大いに役立っています。業務で

使う言語は講義外で自主的にアプリ開発をしていたことが大き
く役に立っています。社会人としてはまだ駆け出しですが、一
日も早く現場で活躍できるよう、日々努力を重ねています。情
報学部で学んだ知識と、研究や独学で培ったプログラミングス
キルを活かして、社会に貢献できるようなシステム開発に携わ
りたいと考えています。

村田 大河　2023年度 総合科学技術研究科情報学専攻修士課程修了

卒業生紹介  大学時代の経験を活かして

情報学部2号館に設置した個人ブース

春季保護者会

入試講演会の様子 キャンパスツアー

入学式


